
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

牧
之
原
市
ゆ
か
り
の
偉
人 

節
目
の
年
を
盛
大
に
祝
う 

2019 年（令和元年） 
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田沼意次侯生誕３００年記念大祭 

「 田 沼 再 興 」 を 誓 う 

お国 入 り大 名 行 列 
意次侯役は俳優の金子貴俊さん 

 

雲
一
つ
な
い
、
す
ば
ら
し
い
秋
晴
れ
の

も
と
、 

月 
 

日
（
日
）、
相
良
城
跡
に

あ
る
相
良
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い

て
、「
田
沼
意
次
侯
生
誕
３
０
０
年
記
念
大

祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

多
く
の
来
賓
に
ご
臨
席
を
賜
り
祝
辞
を

い
た
だ
い
た
後
、
お
国
入
り
大
名
行
列
が

大
手
門
を
く
ぐ
る
と
歓
声
が
沸
き
上
が

り
、
会
場
内
の
雰
囲
気
は
一
気
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。 

 

城
下
町
に
見
立
て
た
会
場
内
に
は
、
約

１
２
０
店
舗
の
出
店
ブ
ー
ス
が
建
ち
並

び
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。 

 

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
意
次
侯
に
ち
な

ん
だ
催
し
物
が
数
多
く
行
わ
れ
、
老
若
男

女
が
意
次
侯
の
ご
威
光
を
偲
ぶ
一
日
と
な

り
、「
田
沼
再
興
」
の
想
い
を
あ
ら
た
に
し

た
の
で
し
た
。 

沿道の人に笑顔で応える意次侯役の金子貴俊さん 

 

旧
相
良
城
下
の
本
通

り
・
新
町
通
り
で
は
、
俳
優

の
金
子
貴
俊
さ
ん
を
意
次

侯
役
、
歴
史
タ
レ
ン
ト
の
堀

口
茉
純
さ
ん
を
奥
方
役
、
女

流
棋
士
で
静
岡
ま
き
の
は

ら
大
使
の
加
藤
桃
子
さ
ん

を
姫
君
役
に
、
一
般
公
募
も

含
め
た
総
勢 

 

名
が
時
代

衣
装
に
身
を
包
み
、
意
次
侯

の
お
国
入
り
大
名
行
列
を

演
出
し
ま
し
た
。 

 

国
指
定
重
要
無
形
民
俗

文
化
財
の
大
江
八
幡
宮
を

先
頭
に
、
地
元
の
お
囃
子
連

が
出
迎
え
る
中
、
沿
道
は
多

く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。 

60 

大江八幡宮の御船神事 
地元お囃子連による祭囃子 

11 

17 

映
画
「ウ
ォ
ー
タ
ー
ボ
ー
イ
ズ
」の
撮
影
で
牧
之
原
市
と
ゆ
か

り
の
あ
る
、
俳
優
の
金
子
貴
俊
さ
ん
が
意
次
侯
役
を
務
め
ま

し
た
。 

mailto:sangyo@city.makinohara.shizuoka.jp


意
次
侯
の
功
績
偲
ぶ
催
し
物 

生
誕
３
０
０
年
を
盛
大
に
祝
う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

月 

日
（
土
）、
意
次
侯
生
誕
３
０
０
年
記
念
大
祭
に
先
立
ち
、

牧
之
原
市
相
良
総
合
セ
ン
タ
ー
「
い
～
ら
」
に
お
い
て
、
顕
彰
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

生
誕
３
０
０
年
を
契
機
に
創
ら
れ
た
、
相
良
中
学
校
美
術
部
生
徒

と
市
民
有
志
に
よ
る
人
形
劇
を
は
じ
め
、
劇
団
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
俳
優
の
奥

野
晃
士
氏
に
よ
る
歴
史
演
談
、
大
河
ド
ラ
マ
の
時
代
考
証
を
務
め
る

東
京
学
芸
大
学
の
大
石
学
先
生
の
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

参
加
者
は
、
あ
ら
た
め
て
意
次
侯
の
功
績
を
偲
ぶ
と
と
も
に
、
今

後
の
さ
ら
な
る
顕
彰
活
動
へ
向
け
て
機
運
を
高
め
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
夜
に
は
田
沼
家
ゆ
か
り
の
平
田
寺
に
お
い
て
、「
田
沼
再

興
の
竹
灯
り
」
と
と
も
に
、
生
誕
３
０
０
年
記
念
法
要
が
執
り
行
わ

れ
、
優
麗
で
荘
厳
な
雰
囲
気
の
中
で
、
意
次
侯
の
遺
徳
を
偲
び
ま
し

た
。 

 

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
静
岡
県
で
は
誰
も
が
知
る
人
気
者
、
久
保
ひ
と
み
さ

ん
を
司
会
に
お
迎
え
し
、
意
次
侯
に
ち
な
ん
だ
ダ
ン
ス
や
寸
劇
、
ク
イ
ズ
な
ど

で
大
い
に
生
誕
３
０
０
年
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
書
道
家 

吉
永
益
美
さ
ん
に
よ
る
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
航
空
自
衛

隊
静
浜
基
地
の
訓
練
機
に
よ
る
祝
賀
飛
行
、
静
岡
県
鳶
工
業
連
合
会
に
よ
る
木

遣
り
・
纏
・
梯
子
の
披
露
、
は
い
ば
ら
太
鼓
保
存
会
の
和
太
鼓
演
奏
な
ど
、
華

や
か
な
催
し
物
が
続
き
ま
し
た
。 

 

意
次
侯
役
の
金
子
貴
俊
さ
ん
、
奥
方
役
の
堀
口
茉
純
さ
ん
、
姫
君
役
の
加
藤

桃
子
さ
ん
も
市
民
・
来
場
者
の
方
々
と
ふ
れ
合
っ
て
い
た
だ
き
、
会
場
が
一
体

と
な
っ
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

田沼意次侯銅像募金 目標金額：1,000 万円 

12/3 時点の募金総額：1,909,827 円 

顕 彰 イ ベ ン ト も 開 催 
さらなる功績顕彰の機運 を高める 

多くの皆様のご支援、ご協力をお願いいたします！ 

募金総額の状況など、 

意次侯に関する 

情報はこちらから！ 

http://www.city.makinohara.shizuoka.jp/bg/kanko/ent/11499.html  

書
道
家 

吉
永
益
美
さ
ん
に
よ
る

書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
披
露 

「田
沼
意
次
侯
生
誕
３
０
０
年
記
念

大
祭
」の
文
字
を
豪
快
に
書
き
上

げ
て
く
れ
ま
し
た
。 

「ダ
ン
シ
ン
グ
田
沼
ロ
ー
ド
」を
披

露
す
る
、
牧
之
原
ダ
ン
シ
ン
グ

茶
々
の
皆
さ
ん
と
相
良
小
学
校
１

年
生
の
子
ど
も
た
ち 

意
次
侯
の
功
績
な
ど
を
ラ
ン
キ
ン

グ
形
式
で
寸
劇
披
露
す
る
、
相
良

小
学
校
５
年
３
組
の
子
ど
も
た
ち 
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http://okitsugu.com/ 

相良城発掘調査現地見学会 

多くの歴史ファンが見学 
 

 

月 

日
（
日
）
の
意
次
侯
生
誕
３
０
０

年
記
念
大
祭
に
合
わ
せ
て
、
相
良
城
発
掘
調

査
現
地
見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

発
掘
は
、
相
良
城
二
の
丸
マ
ツ
付
近
の
堀

跡
で
行
わ
れ
、
約
４
５
０
人
の
歴
史
フ
ァ
ン

が
見
学
に
訪
れ
ま
し
た
。 

 

参
加
者
は
、
意
次
侯
の
失
脚
に
よ
り
、
完

成
か
ら
８
年
で
取
り
壊
し
と
な
っ
た
相
良
城

の
姿
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
学
芸
員
の
解

説
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。 

11 

17 


